
効果概要：被収容者の逃走を防ぐため、矯正施設における総合警備システム等の警備機器等について、使用年数・必要
性等を考慮して更新整備し、その適正な稼働を確保する。

府省庁名：法務省

 実施主体：各矯正施設

 対策の概要：総合警備システムの更新整備等

 事業費：約１０４億円

（うち５か年加速化対策（加速化・深化分）約１０２億円）

 その他：被収容者の逃走防止等のため、監視カメラ
等の総合警備システム等について、経年劣化によ
る機能低下を防ぐため、使用年数、必要性等を考
慮して更新整備し、また、職員用備蓄非常食を更
新整備することとしている。

５か年加速化対策28 矯正施設の総合警備システム等警備機器等の更新整備対策（各矯正施設）

総合警備・少年保安システム等
の経年劣化

●各種カメラ、モニターの劣化等による

画像の停止、不鮮明等の不具合・故障

●レコーダーの劣化による録画不能等

●防犯線、機器系統の劣化による誤発報・断線

●表示板に発報箇所が表示されないなどの不具合

有事における総合警備・少年保安システム等の機能不全

応援体制の遅延による事態の深刻・重症化

応援体制の遅延
事態の深刻・重症化

▶ 施設の規律秩序の維持
▶ 早期発見による事故の早期収束

▶ 被収容者への物的けん制
▶ 保安事故の未然防止
▶ 保安事故の減少

総合警備・少年保安システム
の更新整備等


	スライド番号 1

